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巽 童太 く大阪大 ･医)
筆者らはこれまでヒトの先天性下
垂体機能低下症 (先天性TSH単独欠
損症､転写因子PITl以上による下垂
体ホルモン複合欠損症)の迫伝子解
析を行ってきた｡今後下垂体特先的
遺伝子の発見と解析を行いたい｡
本研究はヒトにおいてBody
mapping法により同定した下垂体特
異的に発現している新規泣伝子
cDNAの断片の細胞特異性を霊長類
の下垂体を使って調べるとともに､
それらのcDNAが霊長類の間でどの
程度類似しているか調べる目的で
行った｡m RNAのIn situ
hybridizationや免疫染色を行うた
め､死亡直後の下垂体粗描を取り出
して､液体窒素で凍結固定した｡ク
リオスタットで凍結切片を作成し､
ヒト下垂体特典的迫伝子cDNA (甲
状腺刺激ホルモン遺伝子および筆者
が既に単離している遺伝子)の断片
をプローブとして行った｡また下垂
体ホルモンタンパク質の抗体を用い
た免疫組織化学を行った｡
本年度は2才のニホンザルオスの
下垂体を用いた｡得られた結果はヒ
トにおいて筆者らが既に報告してい
るものと殆ど同じであり､サルヒト
との近縁性を惑付けるものであっ
た｡
虹撒分布: qi政体DDのmRNAは多くの粗相
に検出されたが､ニ丑体DDのmRNAは腎臓に特
界的に発現していた｡
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